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長期目標 短期目標

川崎区
教育機関等との情報共
有

支援者への情報発信

幸区

・幸区内特別支援教育コー
ディネーターとの連携
・父親同士が語り合える場を
設定し、つながりを作る

・幸区内教育関係者への発
信
・父親が子どもと気軽に参加
できる場を設定し、父子の触
れ合う機会を作る

中原区
つながる、広がる、支え合
う

中原区内の配慮の必要
な子どもたちの放課後を
知る

高津区

より良い療育の為のネット
ワークづくりを目指す

高津区内にある児童発
達支援事業所や放課後
等デイサービスと定期的
な交流の機会をめざし、
ネットワークを構築する

宮前区
今まで情報が届いていな
い人に情報を届ける。

今困っていることを吸い
上げる。

多摩区
きずなへの一歩。子ども
たちを支える地域の仲間
を増やそう！

麻生区
児童及び児童にかかわ
る方々のニーズに応じ
た情報発信をする

・出張相談「地域の障害があるお子さん
をお持ちの家庭に対し、情報源の確保、
発信を行う」・リーフレット「地域資源
の利用時において、情報獲得の手がかり
になるものとして大成させる」・ピアサ
ポーター「重要な社会資源としての存
続、活用」・共生活動「ともに活動する
ことで、地域の子ども、または地域住民
の障害理解、受容につなげる」

・平成２７年度からの継続取り組みとして、「川崎区障害児支援機関一
覧表」の発行に向けて活動。１２月より手渡しや郵送等により関係機関へ
の配布を行った。

長期目標でもある「教育機関
等との情報共有」や今年度の
意見交換会で抽出された課
題を基に、年度内にまとめる
予定。

平成28年度　川崎市地域自立支援協議会　各区協議会　共通専門委員会（児童委員会）活動報告一覧 平成29年2月現在

目標内容
活動報告 次年度の方向性

27年度より開催している「子ども達を支援している事業所の集い」を2回
開催。学校教育と放課後等デイの支援者間で顔の見える関係を構築す
ることを目的に7月は、各事業所における課題や現状についてグループ
討議。1月は、わくわくプラザにも声をかけて実施、前段は、発達障害児
の支援についての講義、後半は学齢時、障害児支援の課題についてグ
ループ討議を行った

集いの継続。取り組み課題に
ついては検討中。

・出張相談…小中学校長会で案内後、区内各校に回って宣伝を行ったが、
今年度希望校なし。・リーフレット…案完成するが、再度の修正の必要の
指摘があり、完成せず。・ピアサポーター…活動場所を北部療育センター
に移した。計12名の保護者と話し合う機会が取れた。・共生活動…委員
所属事業所で行っている日中一時支援の場で交流会を企画したが、天候不
良により実施に至らず。・その他…研修会「支えあう　まちづくり」11
月4日実施、52名の参加。

地域とのつながりは少しずつ持てる
ようになったが、目標達成には
至っていない。引き続き活動を継
続するが、これまでの活動を振り
返り、取り組みに一定の目途をつ
けていく。

9月：施設見学会（障害者福祉施設たじま）
11月：「父子で楽しむふれあいサッカー教室」
2月：区内中学校の通級指導教室見学、先生との意見交換
3月(予定)：施設見学会(就労移行支援事業所)

・今年度の活動を基本に、父親同
士が語り合える場の設定、横のつ
ながりを持てるようにする
・学齢期における学校と福祉の連
携でできることの検討

9月12日（月）  第1回中原区放課後等デイサービス事業所連絡会開催。
10月17日（月）第2回中原区放課後等デイサービス事業所連絡会開催。
11月5日（土）　中原区健康・福祉まつりでパネル展示等を通じて、中原区の
配慮の必要な児童が利用可能な制度や関係機関等の広報・周知活動を実
施。

配慮の必要な児童と保護者が利
用可能な制度や関係機関の広
報・周知活動を継続する。放課後
等デイ連絡会の役割を検証・発展
させながら、中原区内の児童に関
わる関係機関の連携を強化してい

１１月放課後等デイサービス事業所との交流会
1月放課後等デイサービス事業所との交流会

次年度も継続して放課後等デ
イサービス事業所との交流会
を実施する。

10月24日（月）地域支援講座　「学齢期のサポート　～子どもたちの育ちを一緒に
考えましょう～」を開催。
２月：ふれあいJr．No4　発行。小学生のお子さんを持つ保護者に向けた情報
「居場所をみつけよう！（放課後デイ、サークル等の情報提供）
２、３月：児童に関する問題出し、整理・分析を実施。

発達に心配のある児童の保
護者・学校・放課後等デイ
サービス・福祉事業所へ必要
な情報を届け暮らしを応援し
ていく。
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長期目標 短期目標

川崎区 つながり上手になる
事例を通じてつながり方
を共有する

幸区
・地域の相談支援の在り方を
検討して、相談支援のネット
ワークを作る

・幸区内や近隣区域の相談
支援事業の実情を知る

中原区
中原区内の相談支援体
制の標準化をめざす

事例を通して相談支援
従事者の関わり方（姿
勢）を検証する

高津区

地域移行・地域定着の促
進をはかる

高津区の地域移行・地域
定着の実情を知る

宮前区
協議会で取り組む相談支
援の課題について整理す
る。

相談支援に関する課題を
整理する。

多摩区
多摩区　、川崎市の相談
支援を知り、連携する方
法を考えていく

麻生区
相談支援事業所の存在
や取り組みを周知する
こと。

相談支援に関する説明
会の実施、及び課題の
抽出を行い検証を行

う。

左記の短期目標の設定を変更し、まずは麻生区内の相談支援に関する課題
を確認し、その後改めて課題設定を行うことを目的に、相談支援利用者向
けのアンケートを実施していくこととなる。現在質問用紙を作成したとこ
ろであり、今後相談支援センターから相談支援契約を締結している人（約
120名）に対し実施していく予定。

アンケートの結果を集計し、現
状の把握をしたうえで具体的
な取り組み内容を決めていく。

11月ハートフル川崎病院とピアたちばなとの合同主催による食事会への
参加　　2月　東京都三鷹市巣立ち会のメンバーを招き、講演会

「知る、知らせる、理解する」に照ら
し合わせ、来年度は高津区の移
行支援の実情を知る、理解するた
めの施策について考えられる機会
を作る。（精神保健福祉センター
の取り組みについて学ぶ等）

相談支援に関する課題について、テーマを設定し抽出し整理・分析を実
施。
９月：「計画相談」「１次相談」をテーマにグループワーク
１０月：「防災」「医療」「地域移行」「住まい」をテーマにグループワーク
１１月：「児童」「移動」をテーマにグループワーク

今年度取り組んだ内容を基に、整理した
課題から具体的な解決への取り組みを
決める。また、解決の過程を見える形に
まとめていく。また、構成員など、相談支
援について広く理解してもらえるような取
り組みを進めていく。

多摩区内相談支援事業所の集いを10月と2月に実施。委託相談支援
事業所と指定特定相談支援事業所、行政、委員会構成員とで行う。相
談支援の現状や問題点などを共有し連携していくこ1回目は、各々の事
業所の実情を意見交換し顔が見える関係を目指した。2回目は、1回目
のアンケートを踏まえて内容を決めて実施した。

事業所の集いの継続。その他
の課題については、整理して
取り組み内容を決める予定。

・各分野からの事例紹介の実施～具体例を通して繋がりを考えていく～
事例検討で、繋がり方がうまくいった場合、難しかった場合の紹介を行っ
た。　　　　８月：関係機関の多いケース
１０月：専門機関、行政、児童、相談支援センターのケース
１２月：就労系、相談支援センターのケース

課題として挙がっている事項
を含め、今後の方向性及び取
り組み事項について、年度内
にまとめる予定。

9月：新規開設の指定特定相談支援事業所訪問
10月：委託相談支援センター意見交換会
1月：指定特定相談支援事業所との意見交換会
2月：障害児相談支援(計画相談）の勉強会

今年度取り組んだ内容を基に課題
を明らかにし、質；計画書の内容、
量：計画書作成数、ネットワーク：
計画相談に関わる事業所間の連
携を促進させていく

相談支援体制の標準化をめざし、また「それぞれの立場から相談支援と
は何かを考える」ことを目的に、事例検討を実施してきた。その過程で、
児童期から成人期への移行時に支援が途切れたり、つながらないことが
課題となり、児童相談所や地域みまもり支援センター等との連携が課題
になった。

ライフステージ等の移行時に
支援機関のスムーズな移行
が行えるよう、基礎情報用紙
等を作成し、関係機関のケー
ス情報の共有に役立ててい
く

平成28年度　川崎市地域自立支援協議会　各区協議会　共通専門委員会（相談支援委員会）活動報告一覧 平成29年2月現在

目標内容
活動報告 次年度の方向性


